
 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 いつも印刷工房おむねっとをご愛顧頂き誠にありがとうございます。厳しい暑さとなった２０２２年も残

すところ僅かとなりました。日々厳しくなる寒さや新型コロナウイルスの感染対策にも気を配りながら、メ

ンバー・スタッフ一同日々の作業に励んでおります。 

 印刷工房おむねっとでは、毎年恒例の年賀状印刷の受付を開始致しました。今年もメンバーが趣向を凝ら

したオリジナルのイラストを使用しております。令和５年の干支は「卯」ということで、かわいらしいもの

からうさぎのシルエットを活かしたシンプルなものまで様々なデザインをご用意致しました。 

 申し込み締め切りは１２月２３日（金）までとなっております。 

 パンフレットはホームページからも閲覧可能です。 

 普段はなかなか会えないあの人に、日ごろの感謝を込めて年賀状を送ってみませんか？皆様からのご注文

をお待ちしております！                               （記事：neko） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月号でお伝え致しました、おむねっとカレンダー発売決定の続報です。 

2023年のカレンダーの予約販売が開始されました。 

様々なテイストで描かれた素敵なイラストが多く、カレンダーをめくるのが楽しみになるものばかり

です。 

今回のカレンダーもクオリティが高く年々パワーアップしているよう 

に思います。 

是非お買い求め頂き、楽しんで下さい。            （記事：茶々） 
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今年の冬至は１２月２２日ですが、冬至と言えば１年で北半球では最も太陽の位置が低くなり、

日照時間も短い日とされています。 

 最も日が短いということは、翌日からはまた日が長くなるという事です。そこで、冬至は太陽が

生まれ変わる日と捉えられ、古くから世界各地で祝祭が行われていました。 

 冬至では「ん」がつくものを食べると「運」が上がると言われています。では何故よくカボチャ

を摂るのかと言えば別名で南瓜
なんきん

と呼ばれているからです。他には冬至の七種
ななくさ

が挙げられ全て「ん」

がつくもので運盛
う ん も

りといい縁起を担いでいます。運盛りの縁担ぎだけではなく栄養をつけて寒い冬

を乗り越えようという、先人の知恵と言えるでしょう。 

 冬至の七種は「ん」が２つつけば「運」も倍と考えられ、南瓜、蓮根、人参、銀杏、金柑、寒天、

饂飩
うんどん

(うどん)となっています。 

 皆様も冬至の運盛りを味方につけてみてはいかがでしょう？         （記事：AYM） 

 

 

 

 

 

 

 ２０２４年の上半期に、新紙幣が約２０年ぶりに発行されます。新しい紙幣の肖像画に採用される人物は

渋沢栄一・津田梅子・北里柴三郎で、いずれも近代日本の資本経済や女子高等教育、医学の発展に尽力した

人物です。今回は１２月１日の１万円札の日にちなみ、１万円札について解説します。 

 １９５８年１２月１日に、Ｃ号券と呼ばれる最初の１万円札が発行されました。当時は第二次世界大戦後

のインフレーションにより銭から円へと日常的に使用される通貨が切り替わり、さらにはかつて国家予算レ

ベルだった万の位が商取引にも登場し始めた時期でした。ただ当時の大卒初任給が１万３千円ほどだったた

め、このような高額紙幣を発行する必要があるのかという議論もあったようです。最初の肖像画は聖徳太子

で裏面には一対の鳳凰の図柄、透かしとして法
ほう

隆寺夢
りゅうじゆめ

殿
どの

の図柄が入っていました。１９８６年１月４日に

発行停止となり、現存するものは非常に少ないです。 

 次の 1万円札が発行されたのは１９８４年１１月 1日で、この時には福沢諭吉が肖像画に採用されていま

した。裏面は国鳥である雉
きじ

のつがいです。このⅮ号券は２００７年４月２日に発行停止となり、私達がよ

く知る 1万円札に切り替わっています。 

現在流通している 1万円札はＥ号券で、２００４年１１月１日に発行されたものです。裏面は平等院鳳凰

堂の鳳凰像で、Ｄ号券よりも偽造防止技術がふんだんに盛り込まれています。ブラックライトを照射すると

発光するという話を聞いたことがある人もいると思いますが、Ｅ号券には表面の印章や地紋の一部に紫外線

発光インクを採用している為起こる現象です。 

 そして２０２４年に発行される予定の新 1万円札は、肖像画が資本経済の父・渋沢栄一、裏面は東京駅丸

の内駅舎となっています。デザインも刷新され、漢数字の「壱萬円」は左上に、アラビア数字の「10000」

は大きく肖像画の左側に配置されます。今までとは大きく異なるデザインの為、最初は違和感を感じるかも

しれません。                                   （記事：neko） 

 

 

編集後記 

・歯の治療が続いています。実は永久歯が少なくて最近まで乳歯が残ってました。（neko） 

・Om-netからの帰り道に大きな虹を見ました。みんな写真撮っていて面白かったです（茶々） 

・最近動画サイトで歌をよく聞きます。オリジナル曲凄いなと思います（AYM） 

 

 

 
☆お問い合わせ・見学のご相談等は、こちらへお気軽にどうぞ！ 


